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2007年にかけて出荷量が4 ,522kg から6 ,264kg，





























































































































































































































































































注 1）2007 年観光客約 1,300 組（29 農園中，21 農園のデータ）
図9　観光業者による団体客以外で観光農園を訪
れる個人客の居住地と来訪するきっかけ
（ 美里町役場農林商工課・美里町観光協会が実施した調
査アンケートを筆者が集計して作成）
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がらもブルーベリー産地として多様な販路をいか
した経営が行われていることがあげられる。また，
個々の観光農園は自立的な経営を目指して経営の
努力がなされており，常連客や観光業者などの存
在によって支えられている。
このように，不耕作農地をいかした観光農業の
導入は，定年帰農者などの生産者の所得確保や営
農意欲の向上に貢献し，地域の経済効果をあげて
いる。しかし，不耕作農地を解消して観光農業を
導入・発展したとはいえ，今後の継続的な経営に
は担い手の確保が容易ではないという課題があ
る。美里町の観光農園経営者も含めた果実生産者
は高齢化しており，再び耕作を放棄する状況を生
み出さないシステムを形成するためにも，担い手
確保の対策と（有）みのりが果樹園の維持と観光
農業・産地の振興を図るリーダー的な役割を果た
していくことが期待される。
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注
１）本研究では森本（1991）の定義に従い，農業センサ
スの「調査日前1年間作付しなかった田および畑」と
「耕作放棄地」とを合わせたものを不耕作農地とする。
2）農林水産省の耕作放棄地解消事例集（http://www.
maff.go.jp/j/nousin/tikei/houkiti/h_jirei/index.html）
を参照されたい。
3）観光農業の典型である観光農園とは，都市と農村の
交流促進を目的に，農作物の収穫や農作業の一過程を
体験させるなどのレクリエーション利用を提供する
個別経営または法人経営の農園のことである（小谷，
1984；山崎，1996；辻原，2007；山本，2008）。観光農
園では，リンゴやイチゴ，ブドウ，サクランボ，ナシ
といった果実のもぎ取りが中心であるが，クリ拾いや
イモ掘り取り園（例えば，徳久，1977）もあてはまる。
その他にも，播種・育苗から収穫にいたる全過程を
楽しむ体験型農園も現れ，果実を中心に野菜や米，そ
ば，花きなど，対象も多様化している。また，契約料
を支払って栽培や収穫体験ができるオーナー制度も
展開されている。しかし，入園料を徴収しない農業公
園などは観光農園に含まれない（山崎，1996）。
4）美里町で植栽された苗木は，ブルーベリーが31 ,053
本，プルーンが4 ,128本，ウメが5 ,652本，アンズが
406本である。
5）美里町では，配布用の観光農園ガイドマップを毎年
2万部作成する。美里町観光協会 HP（http://www.
misato-kanko.com）にも同様の観光農園ガイドマッ
プが掲載されている。また，2005年から17戸のブ
ルーベリー生産者がふるさと小包（郵パック）の宅配
販売を開始しており，毎年関東一円の郵便局へチラ
シ44 ,000部を配布（制作費用24万円（うち町が11万
4 ,000円補助））している。
6）従来の研究でも，観光農園では常連客の確保のため
には，口コミや新聞，テレビ，ラジオなどによる広報
活動の継続，看板，売店・食事施設（レストランやバー
ベキュー施設など），駐車場，トイレや休憩所などの
付属施設の整備，いわゆる滞在時の快適性の確保が課
題であると報告されてきた。現在では，自治体などの
支援を受け，そうした課題が克服されつつある（網藤・
後，2000；尹，2000；小池，2002；辻・光定，2003；
浅井ほか，2007；鈴木ほか，2007；井口ほか，2008）。
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